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二
十
一
世
紀
と
い
う
新
し
い
時
代
に
、
豊
か
な
国
民
生
活
と
国
際
競
争
力
の
強
化

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
Ｉ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
積
極
的
に
活

用
し
、
そ
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受
で
き
る
Ｉ
Ｔ
社
会
の
実
現
こ
そ
が
鍵か

ぎ

と
な
り

ま
す
。

政
府
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
推
進
に
向
け
た
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
七

月
、「
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
戦
略
本
部
」
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
本
部
の
下
に
民

間
有
識
者
で
構
成
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
同
戦
略
会
議
に

お
い
て
、
四
か
月
に
及
ぶ
精
力
的
な
議
論
を
踏
ま
え
て
「
Ｉ
Ｔ
基
本
戦
略
」
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
一
月
に
は
、「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会

形
成
基
本
法
（
Ｉ
Ｔ
基
本
法
）」
が
成
立
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
本
年
一
月
六
日
に
施
行
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
基
本
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た

「
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
推
進
戦
略
本
部
（
Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
）」
を
中
心
と

し
て
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
排
し
、
官
民
の
総
力
を
結
集
し
て
、
Ｉ
Ｔ
革
命
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
戦
略
本
部
で
は
、
一
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
第
一
回
会
合
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｔ
国
家
戦
略
と
し
て
「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、

こ
の
「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」
を
踏
ま
え
、
Ｉ
Ｔ
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府
が
迅
速

Ｉ
Ｔ
革
命
の
推
進
に
向
け
て

│「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
」
決
定
│

▲1月22日首相官邸で行われた第1回ＩＴ戦略本部会合



特集
ＩＴ社会推進戦略
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内閣総理大臣の森

喜朗です。

皆様にこの場をお

借りしまして、ＩＴ

革命推進に対する私

の考えをお話しした

いと思います。

私は、これからの

時代、国民ひとりひ

とりが充実した国民

生活を実現するためにも、また、我が国経済の

競争力を強化するためにも、ＩＴ、すなわち情

報通信技術を積極的に活用することが必須
ひ っ す

であ

ると考えております。

このため、1月22日、我が国の国家戦略とし

て、「e-Japan戦略」を決定いたしました。

この「e-Japan戦略」は、政府及び民間の総力

を結集し、迅速で重点的な取組を行うことによ

り、5年以内に我が国を世界最先端のＩＴ国家

にしようというものであります。

私は、今後、この戦略に基づいて、皆様とと

もに、我が国のＩＴ革命の推進に果敢に挑戦し、

より一層豊かで活力あふれる日本を創
つく

り上げて

いきたいと思っています。

皆様の「e-Japan戦略」に対するご理解とご協

力をお願い申し上げます。

●首相官邸ホームページ・アドレス:http://www.kantei.go.jp/

か
つ
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
を
定
め
た
重
点
計
画
を
年
度
内
を
目
途
に
策
定
し
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
通
常
国
会
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ
社
会
実
現
の
た
め
の
所
要
の
法
律
案
が

提
出
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
関
係
省
庁
に
お
い
て
現
在
所
要
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、「
ｅ
│
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
に
つ
い
て
の
内
閣
総
理
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、

首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
音
声
で
も
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ア

ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
内
閣
官
房
Ｉ
Ｔ
担
当
室
）
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